
＜第18号＞ 
平成２７年３月発行 
発行者 成東駅南側周辺まちづくり協議会 
（事務局） 山武市 都市建設部 都市整備課 
                                     〒289-1392 山武市殿台296 
                                     電話 0475-80-1191・1192 

成東駅南側周辺 

資料３ 

成東駅前での交流活動のアイデアをみんなで議論しました！ 

 平成27年３月15日(日)に、平成26年度 第６回ま

ちづくり協議会を開催しました。 

 当日は17名の会員に出席いただき、前回の協議会で

議論した「交流のきっかけ」となる材料を基に、先に

協議会有志と事務局が検討した交流活動案（アイデア

の宝箱）の提案を行いました。 

 その後、意見交換を行い、「良いね！」、「自分た

ちでできそう！」と感じる交流活動案に投票してもら

いました。 

 協議会有志と事務局が33のアイデアを提案しました 

資料１ 

交流活動案の提案 

交流のきっかけとなる材料（抜粋） 

手作りの写真集や観光パンフレットを 
みんなで作る １ 

ボランティアガイドの育成のための 
講習会を行う ２ 

各団体の活動紹介を 
駅前で定期的に実施する ３ 

「旅の思い出雑記帳（駅ノート）」を 
設置し、記載者に観光情報を記載した 
ダイレクトメールを発行する 

４ 

九十九里海っ子ねぎを使ったフルコー
ス料理を提供する ５ 

泥付きのネギを直売所で販売する ６ 

花粉症にネギがきくので山武で体験し
てもらう（ネギ料理の提供） ７ 

定期的に山武産の食材を取り入れた 

ランチセットを駅前の各飲食店や弁当店
が一斉に提供する。 

８ 

山武産の食材を取り入れた 
メニューを市内の各飲食店が一斉に 
提供し、スタンプラリーを実施する。 
（仮称）さんむネギ塩街道スタンプラリー 

９ 

＜いちご以外の山武の“売り”＞  ＜運営に関わる人材育成＞  ＜リピート客増加＞ 

＜人を呼ぶアイデア＞  ＜ 2020年東京オリンピック・パラリンピック＞ 

３３の交流活動案（アイデアの宝箱） 

春や秋など、季節の良い時期に駅前で 
野点（のだて）を行う。 

10 

山武市と縁のある漫画家や画家等の展
示会を駅前で開催する。 

11 

高校、大学の協力を得て、定期的に 
駅前コンサートを開催する。 

12 

美術・生花等、部活動の作品展示を行っ
てもらう。 

13 

駅前をスタートとする 
まち歩きイベントの開催 

15 

フォトコンテストの展示ブースを 
設置する。 

14 

スリランカ代表への 
キャンプ地誘致をきっかけとする、 
スリランカの国、文化、食などの 
紹介ブースを設置する 

16 

山武市内の観光案内所・宿泊所をセット
にしたＪＲとの連携によるツアー企画 

17 

アジフライをはじめとした、 
アジの調理方法の 
体験イベントの実施 
（宿泊、漁業者との交流） 

18 

スリランカ製のスパイス☓山武の特産品
で料理を行いおもてなしをする 

19 

県内大学（建築系）の卒業展示を行う 20 

地域のお祭の紹介を行う 21 

子どもたちに 
民話や絵本の読み聞かせを行う 

22 

2月の市民活動フェスタで展示したパネ
ルを各団体持ち回りで展示する。 

23 

子どもの絵画展、書道展を開催する 24 

駅広工事用の塀に子どもに 
絵を描いてもらう（それぞれの小学校で 
それぞれの地区のPRを描いてもらう） 

25 

仮称「成東”茶”室」の開催 
・抹茶と菓子の販売 
・左千夫短歌大会に向けたプレイベント 
・テーマ別地域巡りの企画 

26 

仮称「いちごスタンド」の設置： 
いちご関連商品販売 
（ソフトクリーム、ジュース、期間限定S１品など） 

27 

仮称「地酒ちょいのみｽﾀﾝﾄﾞ」の開催： 
試飲・試食、土産品販売による味覚PR 28 

仮称「成東マルシェ」の開催： 
産直、パン、菓子、等販売スペース提供 
観光客向／市民向／海外向を意識 

29 

仮称「成東木工教室」の開催： 
① 椅子、ベンチ等の設置／ふれる 
② 木工教室、工芸教室／食育にも利用 
     間伐材を使った木工体験 など 

30 

仮称「なるとう大学」の開催： 
• 成東駅前を拠点に地域の宝を学び楽しみ活用

する（山武地域にゆかりのあること全て） 

• 交流館（成東”茶”室、成東マルシェ、地酒
ちょいのみスタンド）等で展開するための商
品開発 

• 開催例：大人の食育、発酵教室、学童保育等 

31 

レンタルカフェにおける喫茶 32 

オープンギャラリー 33 

※  ①～⑦：第5回協議会で出たアイデアを整理  
   ⑧～⑲：事務局（3名）が検討したアイデア  ⑳～㉝：協議会有志（3名）が検討したアイデア 



      「良いね！」、「自分たちでできそう！」と感じる 
                         アイデアに投票してもらいました 
投票 

最初に提案した３３のアイデアと、意見交換で提案された３
つのアイデアを対象に、協議会内で投票を行ってもらい、注
目度の高いアイデアを確認しました。 
その結果、「良いね！」と「自分たちでできそう！」の両方
ともに注目度が高かったものは次の通りです。 

        アイデアの追加や感想が寄せられました。 意見交換 

 「アイデアの宝箱」の提案を受け、協議会内で意見交換を行いました。 

スタンプラリーを行う場合
は、宝探しゲームのような
「回りたくなる仕掛け・目
標」をつくる必要がある。 

海に近いので、「魚」に着
目するのは良いと思った。 

市内に桜並木や菜の花畑など
の風景をつくり、駅前でＰＲを

すると良いと思った。 

1箇所で全てのアイデアに
取り組む必要はなく、色々
な人や団体と連携して活動
が展開できれば良いと思う。 

山武市内でスリランカの方
が飲食店を開いている。 

また、意見交換の中で、3つのアイデアの追加提案がなされました。 

 地魚を使った料理を駅前で提供する。 

 市内で桜の木や菜の花畑を育て、駅前で情報提供したり、現物を展示したりする。 

 アイデアの実施場所を1箇所に限定せず、駅周辺の各所で行おう。 

手作りの写真集や観光ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄをみんなで作る 

ボランティアガイドの育成のための講習会を行う 

フォトコンテストの展示ブースを設置する 

駅広工事用の塀に子どもに絵を描いてもらう 

（それぞれの小学校でそれぞれの地区のPRを描い
てもらう） 

仮称「成東”茶”室」の開催 

・抹茶と菓子の販売 

・左千夫短歌大会に向けたプレイベント 

・テーマ別地域巡りの企画 

仮称「いちごスタンド」の設置： 

いちご関連商品販売（ソフトクリーム、ジュー
ス、期間限定S１品など） 

仮称「地酒ちょいのみスタンド」の開催： 

試飲・試食、土産品販売による味覚PR 

仮称「成東木工教室」の開催： 

①椅子、ベンチ等の設置／ふれる ②木工教室、
工芸教室／食育にも利用 

間伐材を使った木工体験 など 

レンタルカフェにおける喫茶 

駅前をｽﾀｰﾄとするまち歩きイベントの開催 



投票集計シート 



地魚を使った料理を駅前で提供する。 

市内で桜の木や菜の花畑を育て、駅前で情報提供したり、現物を展示
したりする。 

アイデアの実施場所を1箇所に限定せず、駅周辺の各所で行おう。 



皆様のご意見をお寄せください 

 成東駅南側のまちづくりについて、皆様のご意見を事務局へお寄せください。 
 なお、いただいたご意見は、協議会で報告するほか、この協議会ニュースでご紹介させていただ
く場合がありますので、ご了承ください。     【ご意見送付先】  
 山武市都市整備課  
 成東駅南側周辺まちづくり協議会事務局  
 〒289-1392 山武市殿台296 

 ファクス：0475-82-2107 
 電子メール：toshiseibi@city.sammu.lg.jp 
  ※ファクス、電子メールは共用ですので、宛先をご記入ください。 

平成27年度は、今回の提言書を
まとめることからスタートします。 
引き続き、ご理解、ご協力いただ
きますようお願いいたします。 

       投票結果の総括と交流センターでの展開について まとめ 

 「アイデアの宝箱」の投票結果を受け、投票結果の総括と、交流センターへの展開
について中谷先生がまとめを行いました。 

中谷先生が年間活動のまとめを行いました。 

※C/D：ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ・ﾃﾞｨﾚｸﾀｰの略 

 どうもありがとうございました。1年間、
あっという間に終わりましたね。 

 交流の場として、駅前でどういうことをや
りたいかということ、そのための場にはどう
いうことが必要なのかということをある程度
絞れてきたかなと思っております。 

 これをもとにして、こういう場所をと
いうことよりは、まだ白紙状態だという
ことですので、協議会としてはこういう
ことをやりたい。そのためにはこういう
場が必要ですという方向で提言書をまと
め、市長に提案したいと思います。 

 投票数が多いから採用しましょう、少ないからやめましょうということではないと思います。ただ、
できれば全部いろいろな形で運動することで、駅周辺の活気、活動を高めていきたい。 

 その中でも、今回本当に場に限ってどれを対応していこうかということで考えてみたいと思います。 

→交流センターで行うのが望ましいもの 

 

 

 

 

→関係する人や団体と協力して行うのが望ましいもの 

 
 

→駅周辺に限定せず、別の場所で行うこともできるもの 

  

■モノや情報を展示する展示スペース 

：ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄや写真集の提供 各団体の紹介 地域の祭り紹介 伊藤左千夫の情報発信 学生の作品展示 など 

■人が集まる・和みスペース 

：コンサート 野点 国際交流 レンタルカフェ など 

：直売所 ランチメニューの提供 物販 など 

：ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄや写真集の検討作業 講習会の開催 体験ｲﾍﾞﾝﾄの開催 絵本の読み聞かせ など 


